
 

【事業の概要】 

(1) 社会基盤施設の健全度を評価する個々の計測・分析技術を高度化する。 

(2) 新たな計測・分析データをクリアリングハウスへ導入する。 

(3) 計測・分析結果を一般向けの情報に変換し，それらを視覚的に表示するインターフ

ェイスを作成する。 

【役割分担】 

(1) 山梨県が管理する道路や橋梁での実計測（昨年度から継続的に実施） 

(2) 社会基盤施設の既往の計測データ提供（国あるいは県・市町村） 

(3) 社会基盤施設の健全度を評価する技術の高度化（大学） 

(4) 新たな計測・分析データのクリアリングハウスへの導入（大学） 

(5) クリアリングハウスのインターフェイスの作成（大学） 

 

平成３０年５月２３日 

国立大学法人 山梨大学 

平成３０年度事業計画： 

社会基盤施設の健全度に関するクリアリングハウスの汎用化 

 

センサモジュール
（子機）

記録装置（親機）

名称 ：長松寺橋
場所 ：甲府市内
種類 ：鋼単純桁橋
交通 ：片側１車線ずつ
その他：重量制限(15t)あり

常時微動探査による甲府盆地の地盤構造の推定

(秒)

遊亀公
園

南甲府
駅

‐甲府駅南東部において144個所の観測点を設け，
高密度微動観測を実施した．


